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■ ちょっとあ・じ・み ■ ■ ■ 

 

 江戸の町や人々の生活を貸本屋の善右衛門
ぜ ん え も ん

さんがご案内。 

 武士や庶民の着物、髪形、いろいろな道具など、江戸での生活 

の様子を絵とともに紹介してくれます。また、この絵がとても細かく描かれ

ていて、町の通りに並ぶお店や行きかう人々の様子など、本当に楽しそうで

にぎやかな声が聞こえてきそう。絵を眺めているだけでも楽しい１冊です。 

 そのなかでも仕事紹介の項目は見ごたえあり！ 

なんと２０７種類もの職業が描かれており、聞いたこともな

いような仕事がたくさん紹介されています。 

他にも、先頭から最後尾まで約３００名もの人が描かれ

ている大 名
だいみょう

行 列
ぎょうれつ

も見ごたえありです。 

 これを読めば、江戸が舞台の小説やドラマの世界もより近く

感じられるかも。ぜひごらんください。 
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